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１． まえがき 
本研究の目的は， ICT ( Infomation Communicaton 

Technology ) 利用を前提とした学習において，個々の学習

者が個別に行う学習活動とグループでの学習活動とをシー

ムレスに連携させることによる知識共有を目的とした協調

プラットフォームを探究することにある．これまでに，協

調学習環境の構成モデルに基づき，グループ／個人作業場

とで学習コンテンツの共有・再利用を汎用的に実現するた

めのメカニズムを提案してきた．ここでは、協調活動を伴

う学習への技術的支援研究の動向をふまえ，スムースな協

調的活動を実現する汎用的な協調プラットフォームの設計

と実装の成果を示してきた。その上で、本稿では，本シス

テムによる高等教育機関での実践的運用の成果を示し，提

案技術の意義を考察する． 

2 ．協調プラットフォームの概要 

本プラットフォームは，学習者各自が PC を教具として

利用しながら学習に参加する状況で，個人とグループとの

間でのドキュメントの操作，すなわち作成（情報収集／整

理）／公開／共有・交換を支援することを目的としている．

学習者に対して，彼らが日常的に利用する ICT 環境を保障

しつつ，統一的な情報管理を実現する環境を提供する． 
ここでは，情報生成や情報発見の方法やプロセス，ある

いは個々の学習者が利用するアプリケーションの操作を共

有するわけではない．殊に，学習者端末でのセキュリティ

／プライバシの確保と，個々のドキュメントに対する所有

権の保障とを意識し，メタレベルでのアプリケーション操

作の共有を実現している． 
すなわち，個々のアプリケーションへの操作は，当該ア

プリケーションを動作させている個人のみが行い，他者は

その変更結果のみを共有するのである．本システムにより

提供される学習イメージを図 1 に示す．  

3. ドキュメント共有・再利用を伴う学習事例 
本章では提案技術の検証結果を示す．検証事例として 2

種の実践を報告する．ここでは，検証事例におけるグルー

プリポジトリ(GR)／個人用リポジトリ(PR)内のドキュメン

ト数，およびそれらに対する参照回数に着目し，ドキュメ

ント共有・再利用支援の効果を考察する． 

3.1 事例 1：個人学習と協調学習との組合 
■学習条件：2006 年 4 月より，大学院における講義にお

いて本プラットフォームを利用している．学習者数は 4 名，

講義頻度は週 1 回，1 回の講義時間は 90 分であり，通年

30 回の講義を実施した．これらの講義の中で，本システ

ムによる学習を 11 回取り入れた．学習形態は，個人学習

と協調学習とを組合せたスタイルである．1 名の学習者が

自身の授業におけるカリキュラムを説明する．他の学習者

は，説明されたカリキュラムの利点と改善点を指摘してい

く．このような活動を通して，改善されたカリキュラムを

開発することがこの講義の学習目的である．学習の様子，

および生徒が利用した端末画面の様子，作成されドキュメ

ントの一部を図 2 に示す． 
■実践の成果：11 回分の講義において，生成されたドキ

ュメントの内容と数，およびドキュメントの参照回数を表

1 に示す．講義日毎にグループ作業場で共有されたドキュ

メントの数(GR)とアプリケーション種類(types of shared 
application)を示している．また，5 名の学習参加者の各

PR の内容として，GR ドキュメントに付記した上で保存

されたドキュメント数(Modified)と以前の講義で作成した

ドキュメントを参照した回数(Referred)とを示した． 
この学習期間では学生 D と学生 A とがカリキュラム説

明を行った．学生 D はあらかじめ個人学習により作成した

PR を説明用ドキュメントとして GR に公開し，カリキュラ

ム意図等の解説を行った．学生 A は講義時に自己の端末に

各種アプリケーションを起動させ，説明用ドキュメントと

してアプリケーションから直接 GR にドキュメントを取り
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図１ 提案システムによる実現される学習イメージ 

(f) content in the Student-C’s PR
(some annotations are added to (c))

(d) content in the Student-D’s PR
(some annotations are added to (c))(b) a screen of students’ PC

(e) content in the Student-B’s PR
(some annotations are added to (c))

(c) published contents into the GR 
from Student-A 

(a) students in the seminar room with 
their PCs

(f) content in the Student-C’s PR
(some annotations are added to (c))

(d) content in the Student-D’s PR
(some annotations are added to (c))(b) a screen of students’ PC

(e) content in the Student-B’s PR
(some annotations are added to (c))

(c) published contents into the GR 
from Student-A 

(a) students in the seminar room with 
their PCs

図２ 事例１での学習結果 
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込みつつ，カリキュラム意図等の解説を行った．このよう

な進行のため，自己が説明者である回の PR ドキュメント

は 0 となる．説明者以外の学習者は GR に公開されたドキ

ュメントを各自の PR に取り込んでいく．そして，解説へ

の質問や内容を口頭で確認しつつ，それらの質問や確認へ

の回答に応じて，コメントや意見を PR 内のドキュメント

に付記していく．その上で，ドキュメントを逐次，履歴と

して PR に保存していく．これは協調学習の形式で展開さ

れる．7 月の 2 回の講義では，これまでの議論を総括して

いる．これらの回では，蓄積された GR および PR 内のド

キュメントが頻繁に参照されていた． 

3.2 事例 2：一斉学習と個別学習との組合 
■学習条件：2006 年 8 月および 2007 年 2 月に実施した学

部レベルの集中講義において本プラットフォームを導入し

た．学習者数は 15 名であり，講義は各 3 日間，１日 5 時

限(1 時限は 90 分)分の講義を実施した．これらの講義の中

で 8 月には 2 回，2 月には 3 回の講義で本システムを利用

した．学習形態は，一斉学習と個別学習とを組合せたスタ

イルである．学習の様子，教師端末画面の様子，作成され

たドキュメントの一部を図 3 に示す． 
■実践の成果：この事例では，一斉学習と個別学習とが組

合され展開された．講師が資料を用いて解説していく．学

習者は示された専門知識に関連する web ページを探索した

りしながら，各自の PR にドキュメントを蓄積していく．

さらに，個別に探索／考案された成果は，講師の指示に従

い GR に公開されていく． 
6 回分の講義において生成されたドキュメントの内容と

数を表 2 に示す．8 月 1 回目はシステムを利用しない講義

であり，2 回目は講師からの情報提示のみに利用した．8
月 3 回目と 2 月全 3 回の 5 回分は講義参加者全員(講師と

全学習者)が本システムを利用している．8/31 の GR は 26
のドキュメントが生成され，その内訳は 20 ドキュメント

を講師が公開，6 ドキュメントを学習者が公開していた．  

4．おわりに 
本稿では，グループ／個人作業場とでドキュメントの共

有・再利用を汎用的に実現するためのメカニズムを用い学

習事例に関して報告した．具体的には、本システムによる

高等教育機関での教育実践の成果を示した。 
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(a) computer room
(all of students’ terminals are Mac OSX)

(c) an original contents in the GR
(published by the Prof.)

(e) self-made contents of Student-i

(b) screens for the Prof.
(WindowsOS : right, MacOS : left)

(d) modified contents(c) 
in the PR of Student-f

(f) self-made contents of Student-j  
図３ 事例 2 での学習結果 

表１ 事例 1における PR/GR 内のドキュメント数 

 
 

表 2 事例 2 における PR/GR 内のドキュメント数 
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